
伝えたい、ふるさとの心―神楽はいつも、ふるさととともにある―その笛の音に、太鼓の音に心が躍るのは、いつの時代も変わらない。その舞を見て、在りし日を思い出すのは、神楽が人々の暮らしのすぐそばに存在したから。市内で活動する８つの神楽団。先人から託された夢の糸を未来へと紡ぎ続ける継承者の姿をカメラが追った―
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写真の説明　１　土蜘蛛（つちぐも）　天下を乱そうとたくらみ、妖術を使う。　河津原神楽
団　１０月１９日　河津原八幡神社　２　津田神楽団による舞が行われている津田八幡神社　１０
月１２日　３・８　天の岩戸（あまのいわと）　天の岩戸に隠れた太陽の神様である天照大神
（あまてらすおおみかみ）。岩屋から連れ出し、再び世の中を明るくする物語。　栗栖神楽団
９月２２日　さくらぴあ神楽共演大会　４　猿田彦（さるだひこ）　神様をお迎えするための
十二神祇舞（じゅうにじんぎまい）の一つ。　津田神楽団　１０月１２日　津田八幡神社　５・９
八岐大蛇（やまたのおろち）　捕らわれた姫を救うため、須佐之男命（すさのおのみこと）
が８匹の大蛇に挑む。　吉和神楽団　９月２２日　さくらぴあ神楽共演大会　６　一本むき　原
亥の子舞子連中（はらいのこまいこれんちゅう）　神様をお迎えする喜びの舞。花舞（はなま
い）とも呼ばれる。　９月１４日　二百廿日豊年市民祭　７　お神楽　十二神祇舞の一つ。神様
をお迎えするための舞。　浅原神楽団　１０月１２日　浅原亀山神社　１０　幕の向こうで出番を待
つ緊張の瞬間。栗栖神楽団　１１　舞台づくりで大事な化粧。団員の身内が務めることも多い。
玖島神楽団　１２　タイミングが勝負のドライアイスを準備する団員。　吉和神楽団
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写真の説明　１３　清め　４人が幣（へい）と鈴を持って舞う。　津田神楽団　１４・１６　
滝夜叉姫（たきやしゃひめ）　妖術を使う滝夜叉姫とその手下。それを成敗する大宅
中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）とその従者の物語。　玖島神楽団　９月２２
日　さくらぴあ神楽共演大会　１５　天臺将軍（てんだいしょうぐん）　鎧姿の将軍が弓
の端を使って天臺につけた五つの米袋を落とす。最後には神がかりとなり、「死入」
（しにいり）や、「死舞」（しにまい）とも呼ばれる。　伊勢神社神楽団　１０月１２日　伊
勢神社　１７　恵比寿　両手に３本ずつの恵比寿旗と鈴を持って舞う。恵比寿様の仁徳
をたたえるおめでたい舞。　原亥の子舞子連中　１８　土蜘蛛　土蜘蛛を死闘の末に倒し、
喜びの舞を舞う。　河津原神楽団
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